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2.1 学習指導要領の極限に関する指導  
































2.2 高等学校第 2 学年での微分法の指導  






の時を，関数 f(x)について， x=a から x=b
までの f(x)の平均変化率という定義をして









の x=a から x=b+h までの f(x)の平均変化率
を定義している。そして，極限の導入を行
っている。その導入方法を以下に示す(図 1)。 
















































































































概念が現れる箇所である(図 2)。  
図 2：反比例の学習  
したがってこのグラフから，0 に限りな














































































































4. 無限の理解に関する先行研究  














・小学校第 6 学年  
「比例と反比例」 ・反比例  
 
・中学校第 1 学年  
「比例と反比例」 ・反比例  
 
・高等学校第 2 学年  
「三角関数」   ・三角関数グラフ  
「指数関数」   ・指数関数 y=𝑎𝑥のグ
ラフ  







・小学校第 5 学年  
「正多角形と円周の長さ」 ・円周の長さ  
 
・小学校第 6 学年  
「円の面積を考えよう」  ・円の面積  
 
・中学校第 1 学年  




















































方法を記す(図 5)。  



























② 平成 7 年 11 月  
無限級数の収束，区分求積法，極限に
ついて聞いた。  
③ 平成 7 年 12 月  
無限級数 (伸びる木の問題 )について聞
いた。  
④ 平成 8 年 6 月  
大学での勉強の進行状況，極限の理解
について(ε－δ論法)について聞いた。 
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